
このイラストは、幼児期を幼木に、小学校以降を若木に例え、

幼児期の教育において育まれた「資質・能力」が、その後の学校

教育全体の生活や学習の基礎となることを表しています。

架け橋期：義務教育開始前後の5歳児から小学校1年生の2年間
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園では、子供たちが、遊びを通して必要な経験を積み重ねていくことができるよう、教育的な

意図をもって、思わず関わりたくなるような環境づくりを行っています。
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園では、幼児期の学びが、小学校の生活や学習で生かされてつながるよう、見通しを立て、

「アプ0ーチカリキュラム」を編成しています。
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小学校では、子供たちが、自分らしさを発揮しながら新しい学校生活を創り出していく

ことができるよう、幼児期の学びを踏まえて、「スタートカリキュラム」を編成しています。
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園、小学校では、自信や安心感豊かな人間関係を育むことができるよう、子供同士の

交流活動を実施しています。
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園、小学校では、幼保小合同研修や会議を実施し、先生たち一人一人が、保育・指導の改善や効果的な学びの環境づくりに努めています。幼；卸」嘩同疇啜（会議

うして

だと思う？

してくれて

がとう。


